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概　　　　要
　本国際会議は、E-nose分野において最も注目されている会議です。世界各地から主にE-noseを専門
としている学者が集まり、この分野に関する最新かつ最先端の研究技術を発表します。今年は、ヨーロッ
パからの学者が最も多く、その他北アメリカ、アジアそして南アメリカからの学者が参加しており、約200
人でした。発表は、約４０の口頭セッションと約７０のポスターセッションに分かれて、３日間にわたって行
われました。
　私が発表したのは開催最終日の口頭セッションでした。私の論文は、他研究者の論文に比べ、内容が
多く多少複雑だったためか持ち時間内での質疑は、基礎的な質問が多かったのですが、発表後の休憩
時間では、何人かの研究者から、さらに詳しく説明するようにと声を掛けられました。結果については、も
う少し実験をして信頼性を高めるべきだという意見もありましたが、一方このようなアプローチ方法は斬
新であり、大気において急激変化する匂い濃度を短時間に識別できることは素晴らしいという意見もあり
ました。
　今回、国際会議に出席したことは初めての経験であり、大変有意義でした。自分の研究に対する様々
な意見をいただき、また他の研究を知ることによって、自分の研究の盲点や今後の課題が分かるように
なりました。今後もまた会議に積極的に参加して意見交換等を通して研究を進めていきたいと思います。


